
 
 
 

 

 

 
 

文系 URA/文系 4 学部 共同企画 

「東北大学文系 4研究科 人文・社会学におけるクワトロセミナー」 

Quattro Seminars 
第 14 回 

学術研究の公共性 

Ḙ 人文社会科学がとりうる二つの戦略Ḙ 

2017.7.21(金) 16:30～18:00 
会場：東北大学 川内南キャンパス 

文科系総合研究棟 1 号館 11 階 中会議室 
講師：原 塑 先生 

(文学研究科准教授) 

クワトロセミナーは、東北大学での人文・社会科学の研究力強化を目指して、全学的な視点

から領域横断的な研究交流を行うセミナーです。

クワトロセミナー事務局： 
行場絵里奈(文学研究科特任助教/文系 URA) 

情報詳細 URL：
http://www2.sal.tohoku.ac.jp/ura_kawauchi/seminar/index.html 



文系 URA/文系 4学部 共同企画 

「第 14 回 東北大学文系 4研究科 

人文・社会学におけるクワトロセミナー」 

 
日  時： 

2017 年 7月 21 日(金) 16:30-18:00 

場所： 

東北大学川内南キャンパス文科系総合研究棟 1 号館 11 階 中会議室 

 

タイトル： 

学術研究の公共性―人文社会科学がとりうる二つの戦略 

 

講師： 原 塑 先生(文学研究科 准教授) 

司会： 行場 絵里奈(文学研究科 特任助教/文系 URA) 

 

概  要 

 第 14 回クワトロセミナーでは、近年の大学と研究の現状について、人文社会科学の観点

から文学研究科の原塑准教授にご講演いただきます。大学の研究は、科学技術政策に大き

く依拠しておりますが、人文社会科学分野に対して、現在の社会経済的問題の解決に貢献

できるように、研究や組織を転換することが求められています。文学研究科内にも「科学・

技術と心豊かな社会研究センター」が設置され、本センターは学際的研究を実施するため

の研究拠点としての役割を担うことが期待されています。しかし、このような攻めの戦略

をとるだけでは、多くの学問分野は存続するのが困難になるため、旧来の学問分野を守る

ための戦略を、同時にとる必要があります。本セミナーでは、攻め・守り両方の戦略から

もたらされる公共的利益について取り上げ、学術研究の社会的意義について議論します。 

 

講演会への参加申し込み  

quattro_admin@ml.tohoku.ac.jp  

クワトロセミナー事務局 ・ 行場 

*当日会場での申し込みも可能です 

 

情報詳細 URL： 

http://www2.sal.tohoku.ac.jp/ura_kawauchi/seminar/index.html 


